
新
生
「
鹿
屋
市
」
の

　
　
　
　
　

主
な
歩
み

体
制
づ
く
り
等
を
推
進
し
、
健

全
財
政
を
維
持
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
「
融
合
」、「
改
革
」

の
取
組
の
も
と
で
、
産
業
振
興

や
都
市
基
盤
の
整
備
、
観
光
・

交
通
等
の
交
流
促
進
な
ど
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
施

策
・
事
業
を
展
開
し
、
地
方
に

と
っ
て
厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て

も
、
自
立
し
た
自
治
体
の
形
成

を
推
進
で
き
た
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
運

営
と
そ
の
成
果
等
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
、
振
り

返
り
ま
す
と
、
吉
ヶ
別
府
産
業

廃
棄
物
処
理
場
問
題
や
、
中
心

市
街
地
再
開
発
問
題
、
米
軍
再

編
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
議
員

の
皆
様
と
熱
く
議
論
を
尽
く
し

た
こ
と
も
懐
か
し
く
、
万
感
胸

に
迫
る
思
い
が
い
た
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
が
、
旧
鹿

屋
市
長
、
そ
し
て
新
鹿
屋
市
長

と
し
て
在
任
し
た
15
年
７
か
月

余
り
は
、
鹿
屋
市
に
と
っ
て
激

動
の
時
代
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、

こ
の
期
間
に
わ
が
国
の
首
相
も

10
人
を
数
え
る
な
ど
、
国
に
と
っ

て
も
激
変
・
混
迷
し
た
時
代
に

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
の
任
期
は
、
２
月
４
日
を

も
っ
て
満
了
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
に
お
い
て
も
時
代
潮
流
は
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
先
行

き
の
不
透
明
な
状
況
が
続
く
も

の
と
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
私
は
、
地
方
の
あ
り
方
そ

の
も
の
も
、
大
き
く
転
換
し
て

い
く
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
①
政
権

交
代
に
伴
い
、
地
域
主
権
と
い

う
新
た
な
地
方
分
権
の
推
進
を

は
じ
め
、
事
業
仕
分
け
の
実
施

等
に
よ
る
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
・

政
策
の
大
幅
な
転
換
や
、
②
今

後
、
一
段
と
厳
し
く
な
る
と
予

想
さ
れ
る
地
域
経
済
、
③
そ
し

て
、
何
よ
り
、
市
民
の
価
値
観

が
「
も
の
」
の
豊
か
さ
か
ら
「
こ

こ
ろ
」
の
豊
か
さ
に
移
行
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
ま
す

と
、
非
常
に
不
透
明
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
本
市
の
抱
え
る
課
題
に

的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
、
市

民
の
皆
様
と
行
政
が
、
新
た
な

市
長
の
も
と
で
一
丸
と
な
っ
て
、

鹿
屋
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
諸

施
策
を
推
進
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
必
ず
や
、
鹿
屋
市
が
大
隅

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
都
市
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
「
時
代
に
合

平
成
20
年

　
　

４
月
・�

消
防
署
輝
北
分
署
を
大
隅
肝
属

地
区
消
防
組
合
へ
移
管

　
　
　
　

・�

鹿
屋
体
育
大
学
か
ら
４
人
の
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
誕
生

　
　

５
月
・�

学
校
給
食
共
同
調
理
場
整
備
実

施
計
画
を
策
定

　
　
　
　

・�

㈱
理
喜
と
立
地
協
定
を
締
結

（
50
人
雇
用
）

　
　

６
月
・�

日
本
モ
レ
ッ
ク
ス
㈱
と
立
地
協

定
を
締
結
（
１
０
０
人
雇
用
）

　
　

７
月
・�

輝
北
町
ご
み
処
分
場
閉
鎖
事
業

に
着
手

　
　

８
月
・�「
学
校
施
設
耐
震
化
促
進
計
画
」

を
策
定
・
事
業
開
始
（
～
平
成

28
年
）

　
　

９
月
・�「
学
校
規
模
適
正
化（
学
校
再
編
）

方
針
」
を
策
定

　
　
　
　

・�

吾
平
地
区
鶴
峰
下
ほ
場
整
備
工

事
に
着
工

　
　

10
月
・�「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島

２
０
０
８
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
交
流
大
会
」
を
開
催

　
　
　
　

・
曽
於
南
部
畑
地
か
ん
が
い
通
水

　
　

11
月
・
事
務
事
業
仕
分
け
を
実
施

　
　

12
月
・�「
鹿
屋
市
公
有
財
産
整
理
方
針
」

を
策
定

平
成
21
年

　
　

３
月
・�「
か
の
や
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」、「
鹿
屋
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
」
等
を
策
定

　
　
　
　

・�

串
良
町
下
小
原
配
水
機
場
の
機

能
向
上
対
策
を
実
施

　
　
　
　

・�

古
江
バ
イ
パ
ス
起
工
式
（
古
里

～
花
岡
間
）

　
　
　
　

・
地
域
サ
ポ
ー
ト
職
員
を
発
足

　
　

３
月
・�

市
成
地
区
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・

ゼ
ロ
地
域
解
消
事
業
を
整
備

　
　

４
月
・
商
工
観
光
部
を
設
置

　
　
　
　

・
大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
を
発
足

　
　
　
　

・�
旧
１
市
３
町
統
合
に
よ
る
町
内

会
連
絡
協
議
会
を
発
足

　
　
　
　

・�

串
良
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
に

つ
ど
い
の
広
場
「
ふ
れ
あ
い
」

を
移
設

　
　

５
月
・�

ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
第
５
回

総
会
、
交
流
集
会
を
鹿
屋
市
で

初
開
催

　
　
　
　

・�

携
帯
電
話
を
使
用
し
た
、
各
種

手
続
の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始　
（
県
内
初
）

　
　
　
　

・�

旧
１
市
３
町
で
構
成
す
る
「
関

西
鹿
屋
会
」
を
設
立

　
　

７
月
・�

皆
既
日
食
に
あ
わ
せ
、
輝
北
天

球
館
の
整
備
と
観
測
イ
ベ
ン
ト

「
輝
北
天
体
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

in
か
の
や
」
を
開
催

　
　

８
月
・�

輝
北
ダ
ム
移
転
記
念
公
園
の
整

備
に
着
手

　
　

９
月
・
串
良
総
合
支
所
を
移
転

　
　

10
月
・�

大
隅
地
域
の
２
市
５
町
と
「
大

隅
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す

る
協
定
書
」
を
締
結

　
　

11
月
・�

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
に
バ
ス
待

合
所
設
置

　
　

12
月
・�

鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
鹿
屋
間
の

直
行
バ
ス
の
運
行
開
始

　
　
　
　

・�

桜
ヶ
丘
住
宅
の
建
替
え
、
吾
平

総
合
支
所
庁
舎
耐
震
及
び
改
修

工
事
が
完
了

　
　
　
　

・�「
鹿
屋
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」、

「
鹿
屋
市
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計

画
」、「
鹿
屋
市
生
涯
学
習
基
本

構
想
」
を
策
定

　

具
体
的
に
は
、
①
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
や
職
員
定
数
・

給
与
・
諸
手
当
の
適
正
化
を
進

め
た
ほ
か
、
②
事
業
仕
分
け
等

に
よ
る
大
型
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
事
務
事
業
の
徹
底
し
た
検

証
・
見
直
し
、
③
第
２
次
・
第

３
次
産
業
を
戦
略
的
に
振
興
す

る
た
め
の
商
工
観
光
部
の
設
置

な
ど
、
時
代
に
見
合
っ
た
組
織

致
し
た
足
腰
の
強
い
自
立
し
た

自
治
体
」
を
形
成
で
き
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
が

市
長
と
し
て
在
任
し
た
お
よ
そ

４
期
16
年
間
、
職
員
時
代
を
含

め
ま
す
と
、
48
年
間
の
市
役
所

生
活
を
全
う
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
市
民
の
皆
様
の
心
か
ら
の

温
か
い
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
と
、
改
め
て
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
の
鹿
屋
市
の
一
層
の
発

展
と
、
皆
様
の
御
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
多
年
に
わ
た
る
皆
様
の

御
厚
情
に
対
し
、
深し
ん

甚じ
ん

な
る
感

謝
の
意
を
表
し
、
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

右／平成 20 年４月　きも
つき苑（火葬場）が供用開
始
左 ／ 平 成 19 年 12 月　 東
九州自動車道起工式（志
布 志 IC ～ 鹿 屋 串 良 IC 間、
L=19.2km）、東九州自動車
道の地域内全区間の工事が
着工

右／平成 21 年４月　大
隅肝属広域事務組合を発
足
下 ／ 平 成 21 年 12 月　
鹿児島中央駅から鹿屋間
を結ぶ直行バス第１便の
乗客に記念品を手渡す山
下市長

平成 19 年７月　日本一の規模を誇る「かの
やｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ場」がｵｰﾌﾟﾝ

平成 20 年 10 月　ねんりんピック鹿児島 2008
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ交流大会を開催

平成 19 年４月　鹿屋市産業支援センターと鹿屋市
中小企業勤労者福祉サービスセンターをオープン

平成 19 年４月　市民交流センターと商業施設から
なる「リナシティかのや」が竣工

平成 20 年４月　鹿屋体育大学から４人の北京オリン
ピック選手が誕生

平成 18 年６月　㈱スリーベルと立地協定を締結
（120 人雇用）下／平成 20 年３月　国道 220 号古江バイパスが開通（花岡町～垂水市新城間、

L=3.9km）

平成 19 年９月　市街地巡回バス「かのやくるりん
バス」の運行を開始
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